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小野竹一会長インタビュー 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東矢本駅北地区まちづくり整備協議会の小野 

竹一会長にお話を聞きました。 

【聞き手】会長のめざすまちのイメージはどのよ

うなものでしょうか。 

【小野】みんなが「ここに移って本当によかった

ね」というまちにしたい。10 年先 20

年先、大きくなった今の子どもたちに

「ここを選んでくれて本当にありがと

う」と言われるようなまちにしたい。子

どもたちが大きくなったときのことを考

えていきたい。 

【聞き手】当然、「安心・安全」のまちという声も

ありますね。 

【小野】ここでは犯罪などもないので危機感もな

かった。しかし、昨年の津波は経験した

ことのない規模で、私のいた大曲浜では

人口の5分の1にあたる約350人が亡

くなった。「本当の安全」を本気で考え

るということではないか。 

【聞き手】新しいまちでの生活を考えることも必

要ですね。 

【小野】「景観」は塀を高くしないとか、生垣にし

ようとか綺麗なまちにすることとして、

「生活」は今までの延長だから、これま 

でと大きく変えると困ることも多い。 

 

 

小学生も高学年が小さい子を連れて行く 

通学班とか、今までの生活ルールを大切

にしたい。 

【聞き手】そのためには、どんなことを大事にし

たらよいとお考えですか。 

【小野】まずは、自分の子どもや孫が将来、大曲

小か矢本東小へ行くか、みんなに学区を

真剣に検討してほしい。それが地域活動

につながっていくことだから、まず一番

に。 

行政区単位でやるとしても、昔の隣近所

にこだわらないという人もいると思うし、

娘が結婚して別の行政区にいると、そっ

ちと一緒になりたい人もいると思う。 

【聞き手】元お住まいだったところのコミュニテ

ィはどんな感じでしたか。 

【小野】私のいた大曲浜地区には「行政区」が６

つあり、東浜・西浜という 2 つの「地区

センター」で構成されていた。下浜二区

には、それぞれゴミ出し「班」が 20 戸

程度だった。だから隣組としてのブロッ

クは 20 戸程度が望ましい。 

【聞き手】これからの協議会運営もみんなに周知

することなどしっかりやっていかなくて

はいけないですね。 

【小野】話し合いのときは、みんなで賛成・反対、

率直に出し合ってよいが、決まったあと

に“私は反対だったんだ”とか言っちゃ

いけない。みんなの中で決まったことは

一緒に進めていくことが大事だ。 

【聞き手】どっしりと落ち着いたお話、ありがと

うございました。私どももしっかりお

手伝いさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東矢本駅北地区まちづくり協議会設立総会開催 

 去る 11 月 21 日（水）午後 7時から、東松島市コミュニティセンターホールにおいて、東矢本駅北地

区まちづくり整備協議会設立総会が開催されました。 

 設立総会には 164 名が参加し、協議会設立準備会で検討・提案した協議会の規約、協議会役員の選任、

協議会の事業計画案・予算案などの審議を行い、それぞれ提案のとおり承認されました。詳報は 2～3面。 

 

新しいまちづくりのための話し合い～「ワークショップ」～を行います 

 

 

                                        創創刊刊号号：：平平成成２２４４年年１１１１月月３３００日日  

東東矢矢本本駅駅北北地地区区  

まま  ちち  づづ  くく  りり  通通  信信  

                発行 東矢本駅北地区まちづくり整備協議会  
 

  

第１回 ワークショップのご案内 

第 1 回目の新しいまちづくりのための「ワークショップ」を行いますので、ご案内いたします。 

 話し合いのテーマとしては、「新しいまちに望むもの」で、これから東矢本駅北地区をどんなまちにして

いきたいか、などを話し合いながら、もう少し具体的な行政区や学区についての検討もしていければと考

えています。 

 つきましては、震災前の行政区などのまとまりで、次により実施しますので、ご参集願います。 

【日時と対象地区】12月 10 日（月）午後７時から：東浜 

12 月 11日（火）午後７時から：西浜、浜須賀、立沼 

12 月 12日（水）午後７時から：牛網・浜市、野蒜、宮戸、津波防災区域外 

【場  所】 東松島市矢本保健相談センター2階会議室 

（市役所の北側：東松島市小松上浮足 256番地 1） 

※「ワークショップ」とは？ 

  聞きなれない単語かと思いますが、もともとは「仕事場」「工房」「作業場」など、共同で何かをつく

る場所を意味していたそうです。それが、問題解決などの方法として、この言葉が使われるようになり

ました。 

  「ワークショップ」は一方通行的な情報の伝達でなく、7～8名の少人数のグループをつくり、話し合

いの中で何かを学びあったり創り出したりする、双方向的な学びと創造の方法とされています。 

  ファシリテーターと呼ばれる司会進行役の人（としまち研のメンバーなど）が、参加者が自発的に考

え、発言しやすい環境を整えて運営します。近年は、住民参加型まちづくりにおける合意形成の手法と

してよく用いられています。 

 

※子育て中のお母さん、小中高校生など時代を担う若い方々の意見や要望を出していただきたいので、

夜の時間になってしまいますが、ご都合がつく方は、是非、ワークショップに参加してください。 

 

小野竹一協議会会長 

編集後記 
東矢本駅北地区まちづくり通信の創刊号ができました。12月４日の役員会、12月10日～12日の第

1 回ワークショップを皮切りに協議会の具体的な活動がはじまります。 

まちづくり通信は月 1 回の発行を予定されていますが、会員の皆さまに、早く、お知らせすべき事項

がある場合には、もう少し発行回数が増えるかも知れません。 

是非、ご一読いただき、わからないこと、もっとみんなに知ってほしいこと、などございましたら、

ご連絡ください。また、会員の皆さんからの投稿（原稿は 400字程度＋写真が目安）も歓迎します。 

（としまち研 杉山昇） 

東矢本駅北地区まちづくり整備協議会 事務局 
〒981-0503 宮城県東松島市矢本字町浦 84 番地 としまち研東松島事務所内 
tel 0225-98-5291   E-mail higashimatsushima@tmk-web.com  
 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.tmk-web.com/ 

皆さまからのご意見、ご感想をお待ちしております。（事務局：阿部久美子） 
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東矢本駅北地区まちづくり整備協議会設

立総会詳報 
東矢本駅北地区まちづくり整備協議会設立総会の内

容を報告します。 

【参加者】  164名（133世帯） 

【あいさつ】 

設立総会にあたり、設立準備会の小野竹一世話人代

表があいさつを行った。 

次に、来賓として、阿部秀保市長と五野井敏夫議長

よりごあいさつをいただいた。 

続いて、来賓等の紹介を行った。 

【来賓等出席者】 

東松島市：阿部秀保市長 

東松島市議会：五野井敏夫議長 

矢本東ﾈｯﾄﾜｰｸｺﾐｭﾆﾃｨ：鈴木憲一会長 

矢本東市民センター：黒澤正子所長 

大曲まちづくり協議会：鈴木敏正会長 

大曲市民センター：阿部礼哉所長 

宮城大学：鈴木孝男先生 

復興まちづくり推進員の皆さん 

復興応援隊の皆さん 

市の関係各部課の皆さん 

としまち研のメンバー 

【協議会設立までの経緯】 

としまち研：坂口氏より設立総会資料の2ページに

沿って、説明が行われた。 

【議長選出】 

設立総会議長を選出することになり、三浦正信氏が

議長となった。 

【議案審議】 

まず、三浦議長の進行により、一番目の議題「協議

会の規約について」としまち研：杉山氏が議案の説明

を行った。協議会の名称について（仮称）を取り、東

矢本駅北地区まちづくり整備協議会とすることを説明

した後、設立総会資料 3 ページから 5 ページの協議

会規約に関する説明が行われた。 

三浦議長から、会場に質疑の有無を諮ったが、特に

なく、拍手で承認された。 

続いて、二番目の議題「協

議会役員の選任について」、

説明が行われた。 

設立総会資料には、設立

準備会の世話人34名と公

募による立候補者 1 名を

役員として承認してもらい

たい旨記載されているが、

設立総会の資料を準備した

後の本日、世話人 1 名と立候補者 1 名が事情により

辞退することになり、世話人33名を協議会役員とし

て承認してもらいたい旨、説明があった。 

三浦議長から、会場に承認を求めたところ、拍手で

承認された。 

続いて、協議会規約に基づき会長 1 名、副会長 3

名、監事2名の互選のため、三浦議長、10分間の休

憩を宣言し、別室で第1回の役員会が開催された。 

その結果、会長、副会長、監事がそれぞれ選任され、

会長に選任された小野竹一氏から会場に報告され、拍

手で確認された。また、小野会長から会長就任のあい

さつがあった。（役員は下表のとおり） 

引き続き三番目の議題「協議会の事業計画・予算に 

 

ついて」設立総会資料9ページ、10ページに沿って

説明が行われた。 

三浦議長から会場に質疑の有無を諮ったが、特にな

く、会場に承認を求めたところ、拍手で承認された。 

【追加説明】 

としまち研：坂口氏より、参考資料（資料①～⑤）

の説明を行った。 

また、当面のスケジュールとして、12月4日（火）

午後7時から第2回役員会が行われること、12月

10日（月）～12日（水）に第1回ワークショッ

プが行われることが説明された。 

なお、12 月 10 日（月）は東浜、11 日（火）

は西浜、浜須賀、立沼、12日（水）は牛網・浜市、

野蒜、宮戸及び津波防災区域外の方々が対象となる

が、会場は市にお願いしており、決まったら、別途

ご案内をすることが説明された。 

世話人で手分けしての受付 

三浦正信議長 

会場の様子 

取材も来ました 

会 長  小野 竹一（下 浜 二） 

副会長  雫石 浩 （上 浜 二）    菅原 忠幸（浜 須 賀）    菊池 久 （平 岡） 

監 事  佐藤 勝輝（立 沼）    狩野 史郎（亀 岡 東） 

理 事  櫻井 靖雄（浜 須 賀）    佐藤 一雄（浜 須 賀）    土井 和志（立 沼） 

尾張 昭 （高 田）    相澤 善利（高 田）       三浦  淳也（高 田） 

土門 一枝（上 浜 一）        三浦 俊行（上 浜 一）     葛西  レイコ（上 浜 一） 

平塚 和子（上 浜 一）        木村 章 （上 浜 二）    髙野 茂 （上 浜 二） 

津田 京子（上 浜 二）    小山 欣孝（上 浜 三）    津田 金一（上 浜 三） 

津田 雄宏（下 浜 一）    相澤 吉男（下 浜 一）    外山 貴士（下 浜 一） 

渡邊 寿枝（下 浜 一）    相澤 良章（下 浜 二）    曽根 悦子（下 浜 二） 

雫石 かほる（下 浜 二）    小野 武則（下 浜 二）    松川 浩 （下 浜 二） 

熊谷 忠 （平 岡）    平塚 江美子（新東名南）    尾形 勝 （大 浜） 

役員一覧表（順不同・敬称略） 


